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昨日、第30回卒業証書授与式を挙行しました。G6・G9とも堂々とし

た姿で、多くの人に感謝しながら卒業していきました。G6は中学部に進

学しますが、メル校を巣立つG9の３名には、メル校で身につけた力にさ

らに磨きをかけ、将来、日本で、世界で活躍することを期待していま

す。G５、G８は卒業生が積みあげてくれた伝統を受け継いで、次期リー

ダーとして活躍してくれることでしょう。卒業式のスローガンである

「笑顔・感謝・安心」に満ちた卒業式となりました。 

平成 27 年度  
最 終 号 

H28 .3 .11 
メルボルン日本人学校だより 

本日の修了式をもって、メルボルン日本人学校の一年間の教育活動が終了 

し、子どもたちには、それぞれの学年の課程を修了した証である修了証を渡 

ました。（通知表の裏面をご確認ください。）ご家庭でも、この一年間の成 

長を子どもとともに確認し、修了したことをどうぞ祝ってあげてください。 

さて、一年を振り返ってみますと、今年は創立30周年という節目の年でした。児童生徒会 

ではスローガンを「継承～過去から未来へ バトンをつなごう～」とし、児童生徒一人ひとり 

の個性を発揮し、これまでの伝統のよさを受け継ぎながらも、自分たちで新たな一歩を踏み出し 

感動的な学校行事を創りあげてくれました。また、日ごろの学校生活では、「あいさつ」「時間」「返

事」「言葉づかい」を一年間の生活目標とし、生活規律を守り、礼儀正しいさわやかなメル校生の姿

を見せてくれました。朝の挨拶運動では中学部が試験準備で早く切り上げた後、たった一人になって

も挨拶に立つ小学部の児童がいました。自分で決めたことを強い意志でやりぬく･･･メル校がめざす

子どもの姿がそこにありました。このように学校行事だけでなく日頃の学校生活でも、感動されられ

る場面が多々ありました。上級生の姿がメル校の伝統の一つとして自然に下級生にも伝わり、学校全

体が規律ある和やかな雰囲気になっていることを感じた一年でした。 

施設・設備面では、教室のカーペットの全面張り替え、安全面を考慮し校門のオートロック化、ま

た、この秋休みにはグランドの人工芝敷設工事の実施、そして、2016年4月にHPを刷新すべく現在

作業に取り組んでいるところです。指導面の充実とともに、施設・設備面での改善・向上を図りなが

ら、子どもたちが安心・安全に過ごせる学校環境の充実に今後も取り組んでまいります。 

最後に、今年度の教育活動にあたり、保護者の皆様にはご支援・ご協力をいただきましたことに心

より感謝申し上げます。毎日の送迎、お弁当作りなど本当にありがとうございました。新年度もどう

ぞよろしくお願いいたします。  （校長 上野 祐美子） 

平成 27 年度終了、ありがとうございました！ 

JAL 財団主催「第 14

回世界子どもハイクコン

テスト日本大会」におい

て G5 児童が『オースト

ラリア･ニュージーラン

ド支店長賞』を受賞しま

した。おめでとう！ 

ケアテーカーのドナルド・リムが本日をもっ

て退職します。後任は４月に紹介いたします。 

また、２学期から図書室の蔵書整理をしてい

ただいていた坂口英子さんも、この３月で任期

満了となりました。図書の蔵書整理進捗状況に

ついては、別途プリントでお知らせして 

おります。 

ドンさん、坂口さんどうぞお元気で。 

 


